
   

令和２年度原子力規制委員会行政事業レビューに係る公開プロセス 

（取りまとめ評価） 

事業番号 012 事業名 東京電力福島第一原子力発電所の廃炉作業に係る安全研究事業 

評価の集計 

廃止 － 
事業全体の 

抜本的な改善 
－ 

事業内容の 

一部改善 
４ 現状通り ２ 

取りまとめコメント 

 

（１F廃炉に係る事業者等との関係性について） 

 

 本事業と東京電力による廃炉作業との役割分担や関連性は特に重要であるため、レビ

ューシート等に明確かつわかりやすく示すべきである（例えば、本事業内容と「東京電

力福島第一発電所の中期的リスクの低減目標マップ」（原子力規制委員会作成）及び「廃

炉中長期実行プラン 2020」（東京電力作成）の関係を明示するなど）。【飯島委員、川澤

委員】 

 

 規制当局としての本事業の目的は理解するものの、東京電力などの研究との連携も勘

案すべきである。【伊藤委員】 

 

（事業の進捗等について） 

 

 試験、解析、調査等の作業件数やその達成度をレビューシートに示すなど、活動指標の

拡充が必要である。【飯島委員】 

 

 廃炉プロセスの不確実性から、事業計画や事業費に変動が生じることは理解できるも

のの、予算額と執行額の乖離、特に繰越しや遅延については、具体的かつ明確に説明し

た上で早期に解消し、廃炉スケジュールに支障を来さないよう最大限努力すべきであ

る。【金子委員、西垣委員】 

 

 研究の事業費、その完了と廃炉作業の進捗との関係についても情報提供すべき。【石堂

委員】 

 

（事業の方向性等について） 

 

 本事業で得られた知見の規制庁内部での蓄積、効果的な活用を十分に行うこと。【西垣

委員】 

 

 


